
Ⅱ　産業間の連携戦略

移住の促進
連携テーマ《移住の促進》の取り組みの概要
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　本県では、全国に15年先行して人口が自然減の状態に陥り、県内各地域では、空洞化や担い手不
足などの諸問題が顕在化し、将来の予測もこれまで以上に不確実性が増しています。

　平成25年度に移住促進策を抜本強化し、官民協働、市町村との連携協調のもと、取り組みを進めて
きた結果、県外からの移住者の大幅な増加（H23：120組241人→R5：1,437組1,930人）につながる等の
成果も現れています。一方で、人口減少に歯止めをかけるためには、さらなる移住者の増加が大きな
鍵となっており、市町村や各分野の担い手確保の取り組みとさらなる連携を図る必要があります。

　②　第５期計画ver.２の取り組み
　目指す姿「県外からのＵターン者やＩターン者、特に若者や女性の増加による地域と経済の活性化」を
実現するため、県外からの移住者数を、令和９年度には3,000人以上、令和15年度には5,000人以上
を目指し、戦略の柱１から３と横断的な取り組みに基づき、令和７年度は、デジタルマーケティングの
手法を活用した情報発信のさらなる強化により、本県への移住気運の醸成及び行動の喚起につなげ
るとともに、県内の若者の転出抑制に向けた定住支援の強化に取り組みます。

柱１　裾野を広げる

　若年層の関係人口の拡大に向けたアプローチの充実として、高知の身近な情報発信や、高知の人
との接点づくりとなる交流イベントを実施するアンバサダー制度を導入し、若年層の関係人口の拡大
につなげます。

　また、令和５年度から取り組んでいるデジタルマーケティングの手法を活用した情報発信をさらに強
化し、各分野の担い手確保に向けた県外への情報発信を移住施策に一元化し、効果的なアプローチ
を行います。

柱２　マッチングの強化を図る

　大阪・関西万博を通じたＰＲの機会を最大限に活用し、大阪における高知県ＵＩターンサポートセン
ターの相談体制を強化するとともに、県、センター、市町村が連携した、移住者の相談機会の充実を
図り、相談から移住につなげるマッチングを強化します。

柱３　受入環境を整え定住につなげる

　中山間地域の仕事と住まいの確保に向けた取り組みの強化として、引き続き、各部局と連携し、地
域おこし協力隊の確保に向けた取り組みを強化するとともに、起業ニーズ等と空き家をマッチングする
支援を行います。

　また、各市町村の定住施策を後押しするため、地域移住サポーターや移住支援ネットワーク等と連
携した県域での移住者交流会を開催し、移住者の定着支援を行います。

　加えて、県内の若者の定住支援として、新たに県内の若者の転職による県外への転出抑制に向け
た定住プロモーションを展開し、自分らしく活躍する県内の若者の動画を活用した情報発信や、各産
業分野の求人情報・スキルアップ支援施策等の周知を図ります。

【横断的な取り組み】　Ｕターン候補者や若者、女性へのアプローチの拡大

　３つの戦略の柱を支える横断的な取り組みとして、Ｕターン候補者や若者、女性へのアプローチを拡
大し、自分らしく活躍する県内の若者の動画を活用したプロモーションを帰省時期など年間を通じて展
開するとともに、県内に残る親世代や同年代の若者にも同時に発信し、身近な方からＵターンの呼び
かけを促進します。
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進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

１
　裾
野
を
広
げ
る

２
　マ
ッチ
ン
グ
の
強
化
を
図
る

３
　受
入
環
境
を
整
え
定
住
に
つ
な
げ
る

１
　
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
に
誘
導
す
る
た
め

　
　
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

　
・
高
知
家
ゆ
る
県
民
倶
楽
部
の
会
員
拡
大

　
　
1
5
,4
9
6
人
（
R
3
～
R
6
）

　
・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
実
施
市
町
村

　
　
の
拡
大
、
広
域
で
の
交
流
会
の
実
施

　
　
1
0
市
町
村
実
施
　
参
加
者
6
6
人
（
R
6
）

　
　
交
流
会
1
回
　
参
加
者
1
0
人
（
R
6
）

２
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
新
た

　
　
な
関
心
層
の
獲
得

　
・
県
の
関
連
サ
イ
ト
(観
光
等
)と
の
デ
ー
タ
連

携
・

　
　
分
析
の
仕
組
み
を
構
築

　
　
3
サ
イ
ト
と
連
携
開
始
（
R
6
）

　
　
6
月
か
ら
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
運
用
開
始
（
R
6
）

３
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
意
識
し
た
情
報
発
信
の
拡
大

　
・
S
N
S
や
位
置
情
報
な
ど
を
活
用
し
た
タ
ー
ゲ

　
　
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
配
信
を
拡
大

　
　
移
住
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
広
告
配
信
2
8
回
（
R
6
）

　
　
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
数

　
　
1
9
7
,3
4
4
人
（
R
6
）

　
　
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数
2
,1
7
9
人
（
R
6
）

　
　
※
R
7
.2
時
点

４
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
実
施

　
・
帰
省
時
期
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
気
運

　
　
醸
成

　
　
U
タ
ー
ン
P
R
3
回
（
5
月
、
8
月
、
1
2
月
）
（
R
6
）

５
　
若
年
人
口
増
加
に
向
け
た
新
た
な
移
住
プ
ロ

　
　
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

　
・
U
Ｉタ
ー
ン
P
R
動
画
完
成
披
露
発
表
会
開
催

　
　
参
加
メ
デ
ィ
ア
2
0
媒
体
、
掲
載
記
事
2
9
6
件

　
　
（
R
6
）

　
・
U
Ｉタ
ー
ン
P
R
動
画
を
活
用
し
た
広
告
配
信

　
　
1
2
～
3
月
広
告
配
信
3
回
2
9
6
,4
1
1
ク
リ
ッ
ク

　
　
（
R
6
）

　
・
関
東
関
西
で
の
電
車
広
告
等

　
　
1
2
～
3
月
3
回
（
R
6
）

１
　
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
に
誘
導
す
る
た
め
の

　
　
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

　
・
広
告
に
関
心
を
持
っ
た
若
年
層
を
相
談
に
誘
導

　
　
す
る
た
め
、
よ
り
身
近
な
高
知
の
情
報
の
発
信
や
、

　
　
高
知
の
人
と
の
接
点
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
U
Ｉタ
ー

ン 　
　
に
向
け
た
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

２
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
新
た
な

　
　
関
心
層
の
獲
得

３
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
意
識
し
た
情
報
発
信
の
拡
大

　
・
イ
ベ
ン
ト
集
客
な
ど
の
取
り
組
み
成
果
を
県
外
か
ら

　
　
の
担
い
手
確
保
全
体
に
効
果
的
に
拡
大
し
て
い
く

　
　
こ
と
が
必
要

４
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
の
実
施

　
・
本
県
出
身
者
や
、
特
に
若
者
や
女
性
へ
の
ア
プ

　
　
ロ
ー
チ
を
強
化
し
、
新
た
な
相
談
を
増
や
し
移
住
に

　
　
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要

５
　
若
年
人
口
増
加
に
向
け
た
新
た
な
移
住
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
を
展
開

　
・
よ
り
多
く
の
若
者
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
プ
ロ

　
　
モ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
・
拡
大
が
必
要
。
併
せ
て
、

　
　
身
近
な
家
族
や
友
人
・
知
人
か
ら
U
タ
ー
ン
の
呼
び

　
　
か
け
を
促
す
取
り
組
み
も
必
要

１
　
若
年
層
の
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
充
実

　
・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
実
施
市
町
村
の
拡
大
、
広
域
で
の
交
流
会
の
実
施
【
R
6
～
R
9
】

　
・
高
知
の
身
近
な
情
報
発
信
や
、
高
知
の
人
と
の
接
点
づ
く
り
に
な
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
を
導
入
【
R
7
～
R
9
】

２
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
さ
ら
な
る
強
化

　
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
誘
導
な
ど
に
よ
る
新
規
相
談
者
の
拡
大
【
R
5
～
R
9
】

　
・
県
の
関
連
サ
イ
ト
(観
光
等
)と
の
デ
ー
タ
連
携
・
分
析
の
仕
組
み
を
構
築
【
R
6
～
R
9
】

　
・
自
分
ら
し
く
活
躍
す
る
県
内
の
若
者
の
動
画
を
活
用
し
た
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
年
実
施
に
拡
大
【
R
6
～
R
9
】

　
・
各
分
野
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
県
外
へ
の
情
報
発
信
を
一
元
化
し
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
【
R
7
～
R
9
】

３
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
意
識
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
【
R
6
～
R
9
】

　
・
よ
さ
こ
い
移
住
な
ど
若
者
・
女
性
に
訴
求
す
る
テ
ー
マ
別
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

４
　
U
タ
ー
ン
の
さ
ら
な
る
促
進

　
・
帰
省
時
期
の
空
港
や
駅
等
で
U
タ
ー
ン
促
進
の
取
り
組
み
を
実
施
【
R
6
～
R
9
】

　
・
（
再
掲
）
自
分
ら
し
く
活
躍
す
る
県
内
の
若
者
の
動
画
を
活
用
し
た
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
年
実
施
に
拡
大
【
R
6
～
R
9
】

　
・
県
内
に
残
る
親
世
代
や
同
年
代
の
友
人
・
知
人
か
ら
U
タ
ー
ン
の
呼
び
か
け
を
促
す
情
報
発
信
の
実
施
【
R
7
～
R
9
】

　
・
（
再
掲
）
高
知
の
身
近
な
情
報
発
信
や
、
高
知
の
人
と
の
接
点
づ
く
り
に
な
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
を
導
入
【
R
7
～
R
9
】

⇒
　
別
図
＜
移
0
1
＞
参
照
（
P
1
4
4
）

＜
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
数
＞

1
7
5
,9
7
4
人
（
R
5
）

↓ 2
3
6
,0
0
0
人
（
R
9
）

＜
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

数
＞

1
,7
8
5
人
（
R
5
）

↓ 3
,0
5
0
人
（
R
9
）
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N
o
.

戦
略
目
標

出
発
点
直
近
値
４
年
後

目
標

（
R
9
）

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果

課
題

取
り
組
み
内
容

（
R
6
～
R
9
）

主
な
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目
標
（
K
P
I）

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》移
住
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

１
　裾
野
を
広
げ
る

２
　マ
ッチ
ン
グ
の
強
化
を
図
る

３
　受
入
環
境
を
整
え
定
住
に
つ
な
げ
る

3
窓
口
で
の
相
談
か
ら
移
住
へ
の

移
行
率
（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

市
町
村
及
び
県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
実
績
を
毎

月
確
認

4
3
.7
%

（
R
4
）

4
5
.2
%

（
R
5
）

4
6
.7
%

（
R
9
）

１
　
相
談
か
ら
移
住
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度

　
　
向
上

　
・
東
京
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
市
町
村
出
張
相
談
会
の
開
催

　
　
1
0
回
人
4
3
人
（
R
6
）

　
・
大
阪
常
設
窓
口
の
体
制
強
化

　
　
9
月
か
ら
1
名
増
員
し
2
名
体
制
（
R
6
）

２
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
実
施
（
再
掲
）

１
　
相
談
か
ら
移
住
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
向
上

　
・
関
西
戦
略
に
お
け
る
大
阪
・
関
西
万
博
を
通
じ
た

　
　
本
県
の
P
R
機
会
の
拡
大
や
、
今
後
の
大
阪
窓
口

　
　
の
相
談
者
数
の
増
加
を
見
据
え
、
大
阪
で
の
取
り

　
　
組
み
強
化
が
必
要

１
　
大
阪
・
関
西
万
博
を
通
じ
た
P
R
の
機
会
を
最
大
限
に
活
用
し
た
取
り
組
み
の
充
実
【
R
6
～
R
9
】

　
・
U
Ｉタ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
阪
窓
口
の
相
談
体
制
を
強
化
し
、
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
大
幅
に
拡
大

　
・
東
京
で
実
施
す
る
市
町
村
出
張
相
談
会
を
大
阪
に
も
拡
大
し
、
市
町
村
の
相
談
機
会
を
充
実

（
再
掲
）
２
　
U
タ
ー
ン
の
さ
ら
な
る
促
進

4
県
外
か
ら
の
移
住
者
数
（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

市
町
村
及
び
県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
実
績
を
毎

月
確
認

1
,7
3
0
人

（
R
4
）

1
,9
3
0
人

（
R
5
）

3
,0
0
0
人

以
上

（
R
9
）

5
県
外
か
ら
の
移
住
者
の
う
ち
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
割
合
（
年
間
）
※
県

把
握
分

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
の
実
績
を
毎
月
確
認

3
4
%

（
R
4
）

3
6
%

（
R
5
）

4
1
%

（
R
9
）

6
移
住
後
3
年
目
の
県
内
定
着
率

（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

年
1
回
、
1
2
月
及
び
1
月
に
メ
ー

ル
、
電
話
等
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施

8
7
%

（
R
4
）

8
6
%

（
R
5
）

9
0
%
以
上

（
R
9
）

１
　
仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
の
さ
ら
な
る
強
化

　
・
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
モ
デ
ル
事
業
の
市
町
村

　
　
へ
の
横
展
開

　
　
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
実
施

　
　
4
市
町
実
施
　
参
加
者
5
5
人
（
R
6
）

　
　
V
R
内
覧
の
実
施
　
7
市
町
実
施
（
R
6
）

２
　
各
市
町
村
の
定
住
施
策
を
後
押
し
す
る
支
援

　
　
の
強
化

　
・
地
域
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
や
移
住
支
援
ネ
ッ
ト

　
　
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
活
用
（
県
域
で
の
移
住
者

　
　
交
流
会
等
）

　
　
3
回
実
施
　
参
加
者
1
1
9
人
（
R
6
）

３
　
各
市
町
村
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
強

　
　
化

　
・
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

　
　
移
住
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
を

　
　
強
力
に
支
援

　
　
移
住
施
策
に
関
す
る
人
口
減
少
対
策
総
合

　
　
交
付
金
の
活
用
　
3
4
市
町
村
（
R
6
）

４
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
実
施
（
再
掲
）

１
　
仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
さ

ら 　
　
な
る
強
化

　
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
任
用
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
U
Ｉタ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

　
　
セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
と
連
携
し
た
情
報
発
信
の
さ
ら

　
　
な
る
強
化
が
必
要

２
　
県
外
に
転
出
す
る
若
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
・
若
者
の
転
職
に
よ
る
県
外
転
出
を
抑
制
す
る
取
り

組 　
　
み

　
　
が
十
分
で
な
く
、
高
知
の
様
々
な
仕
事
の
情
報
や

　
　
魅
力
の
情
報
発
信
の
強
化
が
必
要

１
　
中
山
間
地
域
の
仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

　
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
に
関
す
る
情
報
発
信
と
任
用
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
【
R
6
～
R
9
】

　
・
中
山
間
地
域
の
起
業
ニ
ー
ズ
等
と
空
き
家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
、
未
流
通
空
き
家
の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
【
R
7
～
R
9
】

２
　
各
市
町
村
の
定
住
施
策
を
支
援
【
R
6
～
R
9
】

　
・
市
町
村
や
移
住
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
た
県
域
で
の
移
住
者
交
流
会
の
開
催
な
ど
定
着
支
援
の
実
施

　
・
（
再
掲
）
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
、
各
産
業
分
野
に
お
け
る
支
援
施
策
を
周
知
【
R
7
】

３
　
県
内
の
若
者
の
転
職
に
よ
る
転
出
抑
制
に
向
け
た
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
【
R
7
～
R
9
】

　
・
県
外
へ
の
転
職
に
関
心
を
持
つ
県
内
の
若
者
を
対
象
に
動
画
を
活
用
し
た
情
報
発
信

４
　
U
タ
ー
ン
の
さ
ら
な
る
促
進
（
再
掲
）

⇒
　
別
図
＜
移
0
1
＞
参
照
（
P
1
4
4
）
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デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
を
活
用
した
新
た
な
関
心
層
の
獲
得

（
１

）
ター

ゲ
テ

ィン
グ

の
精

度
向

上
と情

報
発

信
の

拡
大

　　
　①

デ
ー

タマ
ネ

ジ
メン

トプ
ラッ

トフ
ォー

ム
（

D
M

P）
の

構
築

、ダ
ッシ

ュボ
ー

ドの
導

入
　　

　　
ア

 移
住

サ
イト

と観
光

・物
産

の
県

関
連

2サ
イト

を
連

携
し、

サ
イト

訪
問

者
に

広
告

配
信

を
実

施
　　

　　
イ 

サ
イト

の
ア

クセ
ス

動
向

や
広

告
の

配
信

状
況

を
職

員
が

リア
ル

タイ
ム

で
確

認
で

き
る

仕
組

み
を

導
入

　　
　②

SN
Sや

位
置

情
報

な
どを

活
用

した
ター

ゲ
テ

ィン
グ

広
告

の
配

信
を

拡
大

：
27

回
（

前
年

比
+

4回
）

　　
　　

ア
 高

知
暮

らし
フェ

ア
参

加
：

6月
 4

37
組

62
7人

（
前

年
比

22
5％

）
1月

 3
66

組
51

1人
（

同
12

1％
）

（
２

）
若

年
人

口
増

加
に

向
け

た
移

住
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
展

開
　　

　①
若

年
女

性
10

0人
へ

の
ヒア

リン
グ

調
査

を
踏

ま
え

、若
年

女
性

の
多

様
な

価
値

観
が

尊
重

され
活

躍
で

き
る

　　
　　

高
知

県
を

動
画

で
発

信
す

る
プ

ロモ
ー

シ
ョン

を
12

月
か

ら開
始

（
３

）
県

外
に

転
出

す
る

若
年

層
へ

の
ア

プ
ロー

チ
　　

　①
25

歳
以

上
の

若
者

の
転

職
に

よ
る

県
外

転
出

を
抑

制
す

る
取

り組
み

が
十

分
で

は
な

い

Ｕ
タ
ー
ン
候
補
者
や
若
者
・女
性
の
定
着
・増
加
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

（
１

）
イベ

ン
ト集

客
な

どの
取

り組
み

成
果

を
県

外
か

らの
担

い
手

　　
　　

 確
保

全
体

に
、効

果
的

に
拡

大
して

い
くこ

とが
必

要
（

２
）

よ
り多

くの
若

者
に

関
心

を
持

って
も

らう
た

め
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
　　

　　
 継

続
・拡

大
が

必
要

　　
　　

 併
せ

て
、身

近
な

家
族

や
友

人
・知

人
か

らＵ
ター

ン
の

呼
び

　　
　　

 か
け

を
促

す
取

り組
み

も
必

要
（

３
）

高
知

の
様

々
な

仕
事

の
情

報
や

魅
力

の
情

報
発

信
の

強
化

　　
　　

 が
必

要

現
状

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
を
活
用
した
情
報
発
信
の
さ
ら
な
る
強
化

（
１

）
各

分
野

の
担

い
手

確
保

に
向

け
た

県
外

へ
の

情
報

発
信

を
一

元
化

し効
果

的
な

ア
プ

ロー
チ

を
実

施
　　

　①
移

住
施

策
に

お
け

る取
り組

み
の

ノウ
ハ

ウを
活

か
し、

一
次

産
業

や
専

門
職

等
の

担
い

手
確

保
に

向
け

た
広

告
を一

元
化

して
配

信
　　

　②
県

関
連

サ
イト

の
デ

ー
タ連

携
及

び
ダッ

シ
ュボ

ー
ドの

導
入

を
拡

大
し、

ター
ゲ

テ
ィン

グ
の

精
度

を
さら

に
向

上
（

２
）

若
年

人
口

増
加

に
向

け
た

移
住

プ
ロモ

ー
シ

ョン
の

継
続

・拡
大

　　
　①

大
型

連
休

や
夏

休
み

、年
末

年
始

、就
職

活
動

の
時

期
な

ど、
年

間
を

通
じた

プ
ロモ

ー
シ

ョン
を

展
開

　　
　②

県
内

に
残

る
親

世
代

や
同

年
代

の
若

者
に

も
同

時
に

情
報

を
発

信
し、

Ｕ
ター

ン
の

呼
び

か
け

を
促

進

県
内
の
若
者
の
転
職
に
よ
る
転
出
抑
制
に
向
け
た
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
展
開

（
３

）
県

外
へ

の
転

職
に

関
心

を
持

つ
若

者
へ

の
定

住
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
実

施
　　

　①
県

内
で

や
りが

い
の

あ
る

仕
事

に
出

会
い

、活
躍

して
い

る
若

者
の

動
画

を
発

信
　　

　②
商

工
業

や
一

次
産

業
な

ど各
産

業
分

野
に

お
け

る
求

人
情

報
や

ス
キ

ル
ア

ップ
の

た
め

の
支

援
施

策
に

つ
な

げ
る

特
設

ペ
ー

ジ
の

　　
　 

  開
設

と誘
導

戦
略

目
標

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

拡 新県
外
か
ら
の
移
住
者
数

出
発

点
（

R4
）

1,
73

0人
　⇒

　現
状

（
R5

）
1,

93
0人

　⇒
　（
R
7）
2,
70
0人

　⇒
　4

年
後

（
R9

）
3,

00
0人

以
上

新 新 新拡

※
移

住
プ

ロモ
ー

シ
ョン

　 
キ

ャッ
チ

コピ
ー

新
規
相
談
者
数

出
発

点
（

R4
）

3,
96

2人
　⇒

　現
状

（
R5

）
4,

27
3人

　⇒
　（
R
7）
5,
19
0人

　⇒
　4

年
後

（
R9

）
5,

56
0人

うち
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
割
合

出
発

点
（

R4
）

34
％

　 
   

 ⇒
　現

状
（

R5
）

36
％

課
題

担
い

手
確

保
に

向
け

た
県

外
へ

の
認

知
向

上
や

イベ
ン

ト募
集

等
の

情
報

発
信

を
移

住
促

進
課

に
集

約
し、

効
果

的
、効

率
的

に
ア

プ
ロー

チ
！

自
分

らし
く活

躍
す

る
県

内
の

若
者

を
紹

介
す

る
シ

ョー
ト

動
画

を
活

用
し、

県
外

の
若

者
に

本
県

へ
の

UI
ター

ン
を

PR
！

県
外

へ
の

転
職

に
関

心
を

持
つ

県
内

の
若

者
を

対
象

に
、

デ
ジ

タル
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
を

活
用

し、
直

接
情

報
を

お
届

け
！

新 拡 新

農
業

や
専

門
職

な
ど

県
内

に
残

る
親

世
代

に
も

情
報

を
発

信
！

新

※
県

把
握

分
⇒

　（
R
7）
39
％

　 
   

 ⇒
　4

年
後

（
R9

）
41

％

＜
移
01
＞

144


